
通信中継機能を備えた照明器具による無線照明制御システム
（東芝ライテック（株））
１．はじめに
　近年、店舗や倉庫などの施設でも、照明制御システムを導入することにより、各種センサー制御やタイムスケジュール制御を行い、照明電力の削減を推進している。
しかし、店舗や倉庫において照明をリニューアルする際、施工期間はオフィスなどに比べ短く、従来の有線通信を利用したシステムを導入することが困難なケースが多かった。これは照明器具の交換に加え制御信号用配線工事が必要になるからである。
当社では無線通信を利用し、通信配線工事を不要にすると共に、電波環境の変化に対応するべく各機器に無線の中継機能を搭載し、省施工を実現した無線照明制御システムをご紹介します。
２．無線照明制御システム概要
本システムは、システム全体を制御する無線エリアコントローラー、無線エリアコントローラーからの無線制御データにより制御される無線照明器具、検知範囲の人の在／不在と明るさ状態を検出する無線センサー、本システムを操作できるタブレット操作器、設定用パソコンの5機種で構成されている。
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図1　無線照明制御システム図
無線エリアコントローラーと、無線照明器具、無線センサーとは920 MHz帯の無線を使用している。また、無線照明器具と、無線センサーとで使用するチャンネルを変えることで、無線照明器具への通信と、無線センサーとの通信が同時にできるようにしている。これにより、照明器具への点灯遅延を抑えている。タブレット操作器、設定用パソコンとは2.4GHz帯を利用している。システムの基本仕様を表1に示す。
表1　基本仕様

	制御機能
	調色・調光制御、人感制御、明るさ制御、

スケジュール制御

	接続台数
	照明器具＋センサー 最大3,000台

（うち、無線センサーは最大500台）

	周波数
	①タブレット～エリアコントローラー間

　　2.4 GHz帯

②端末～エリアコントローラー間

　　920 MHz帯

	通信範囲
	①タブレット～エリアコントローラー間

　　見通し距離で最大35 m

②端末～エリアコントローラー間

　　見通し距離で1 m～35 m


３．無線通信機能（中継機能）

無線照明器具と無線センサーには中継機能を搭載しており、設定用パソコンより中継機能のON/OFFの設定が可能である。
施工後の調整時に電波状態を確認し、電波状態が悪い箇所がある場合、中継機能をONにすることで改善が期待できる。更にレイアウト変更など機器の施工設置後に電波環境が変化した場合にも、新たに中継器を増設すること無く、同機能の設定だけで対応が可能である。
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